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筆者は先に北海道第三紀鮮新世以降の古気候の変遷を明らかにする目的をもって、 野幌層中の亜

炭ｕ）・層雲峡陸滴附近第四紀層１３）・千歳長部のポーリングコア１５）等の花粉分析を行いその結果を発

表した。今回は沖積世の所産と考えられる江別の泥炭について分析を
行った。本道に於ける沖積世

の泥炭については古くは山崎次男の分析報告６）があり、 新しくは釧路の泥炭の花粉分析を行った岡

崎由夫の報告９）がある。筆者の今回の分析はその資料採取に於て十分とは云い
難い点はあるが、 こ

こに一応の結果を得たので報告し諸先生方の御叱正と御指導をお願いする次第である。

　

小論の作製に当り北海道大学理学部地質学鉱物学教室佐々保雄教授に終始御指導を戴き、また原

田準平教授・棚井敏雅助教授に小論の校閲をお願いした。泥炭の採掘に当っては北大；化ｉＨ芳男助教

授の協力を得たし、 花粉の鑑定、 女献等については地質調査所徳永重元氏、 北大佐藤誠司氏
の指導

による所が多い。

　

また北大鈴木醇教授石川俊夫教授を初め同教室の諸先生方からは普段たえず御指導御鞭捷を戴い

ている。 こ
・〉に明記して上記の方々に厚く御礼申し上げる。
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分析の資料はハンドオーガーを用いて採集した。 本地域一帯の泥炭の厚さは４ｍ内外と考えられ

ているが、 今回は

　

ｌｍ５０ｃｍ 採取した。 資料番号１１以下は泥になっていてハンドオーガーにかかっ

てこない為採掘を断念せざるを得なかった。 一般に泥炭の場合 ５～ｌｏｃｍ 置きの資料について分析

を行うのが普通であるが、 ハンドオーガーの資料採取部の長さが １５ｃｍ である為 １５ｃｍ 置の資料

について行った。北海道の泥炭は ｌｃｍ 堆積するのに約
１０年要すると云われる＊＊ので約］５００年間

に堆積した泥炭について分析を行ったことになる。
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分析の方法は Ａｃｅｔｏｌｙｓｉｓ ｍｅｔｈｏｄ

　

を用いた。 以下簡単にその要点を述べる。
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花粉分析の結果検出せられた主な樹木花粉の種類は、 Ｃｏｎｉｆｅｒ の Ａｂｉｅｓ（Ｐｉｃｅａ）・Ｐｉｎｕｓ，
Ｓａｌｉｃａｃｅａｅ

　

の Ｓａｌｉ×，Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ
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の Ｂｅｔｕｌａ・Ａ１ｎｕｓ，Ｕ１ｍａｃｅａｅ の Ｕｉｍｕｓ・Ｚｅｌｋｏｗａ 等で外に Ｅｒｉｃａｃｅａｅ

　

の Ｐｏｌｌｅｎ，
Ｓｐｈａｇｎｕｍ の胞子及び草本類の花粉が多数見られた。それ等の内主要樹木の検出粒数の花粉百 分

率は第一表の如くでこれを図示したのが第二図である。
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花粉図に見られる如く特に Ａ１ｎｕｓ が圧倒的に多数鏡下に見出される。最下層では実に８７，９％ に

達する。次いで Ｃｏｒｙｌｕｓ，Ｂｅｔｕｌａ の順に多いが、 Ｂｅｔｕｌａ

　

については鏡下に於て

　

Ｃｏｒｙｌｕｓ

　

と判別

することが困難な場合がしばしば出て来る。

　

従って一応

　

Ｂｅｔｕｌａ と Ｃｏｒｙｌｕｓ

　

を分けて表示はしたが両者の百分率の多少の異動はまぬかれ難

い。同様に Ａｂｉｅｓ・Ｐｉｃｅａに於ても両者の判別は極めて困難であり且検出粒数も少数なので、 今回
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第一表

　　

江別市西方泥炭之花粉百分率
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は両者を合して Ａｂｉｅｓ（Ｐｉｃｅａ） として表示することにした。

　

次に本花粉図に於て特に注目すべき点は Ｃｏｎｉｆｅｒの極めて少ないことで、 本泥炭地の生成時に

於てはその後背地の藻岩手稲等の火山は既に存在していたはずであり、

　

相当量の Ｃｏｎｉｆｅｒが生育

していたと考えられるので、 より多くの Ａｂｉｅｓ（Ｐｉｃｅａ） が表示されるのが当然と考えられる。 こ

の点について高知大学の甲藤次郎氏等は唐の浜層群の花粉分析の報告
７）に於て、 英国の Ｆｅｎｌａｎｄ

地方の海岸低地には

　

Ｐｏｓｔｇｌａｃｉａー 以降 Ａ１ｎｕｓ

　

林が広く分布し海浸海退の影響を受けた事実が知

られている所から、 これと同様の状態の適用を考えている。 即ち本地域の様に下層に於て

　

Ａ１ｎｕｓ，
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が著しく低

率に表示せられたものと考えられる。 Ａ１ｎｕｓが Ｇｒａｌｎｉｎｅａｅと共に下層より上層に向うにつれ漸減

するのは、 唐の浜層群の場合と同様に、
Ａ１ｎｕｓは過湿の地を好んで生育するものであるから、上層

に向うにつれ土壌水分の低下を来たし、適湿の地となるに及んで主とし
て

　

Ｂｅｔｕｌａや Ｃｏｒｙｌｕｓが侵

入を始め Ａ１ｎｕｓが 衰退を来たしたものと考えられる。叉最上層に於ては Ｂｅｔｕｌａや Ｃｏｒｙｌｕｓ の
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衰退と Ａ１ｎｔｌｓ の優勢の傾向が認められる。

要
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１． 花粉分析の結果上部と下部に著しく相違が認められ Ａ１ｎｕｓ Ｓｔａｇｅ と Ｂｅｔｕｌａ‐Ｃｏｒｙｌｕｓ Ｓｔａｇｅ

の両者に区分することが出来る。

　

２， 全体を通じ広葉樹が優勢である。

　

３， 針葉樹が著しく少ない。 その原因の一端は Ａ１ｎｕｓ・Ｂｅｔｕｌａ・Ｃｏｒｙｌｕｓ が誇張的に示されて

いることに起因すると思われる。
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